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平成 31年度こどもプラザ事業実施計画（案）  

 

１  基本方針  

  子どもや保護者、地域の人など多様な世代が集い、子どもの健全

な育成と子育て世代をみんなで支えていく環境づくり。  

 

２  事業計画（案）  

  こどもプラザカリキュラムに基づき、以下の事業を実施予定  

 ⑴  こどもプラザ事業  

  ア  少子化対策事業  

   ①  ３世代パパ・ママ育て事業  

     前世代、現世代、次世代のパパ・ママを対象に、結婚や出

産、育児等に関する講座を実施  

     また、多世代を対象としたイベントを実施し、子育て支援

の繋がりを深めていく。  

   ②  こどもプラザの集い  

     就学前の親子を対象に、ベビーのつどいやみんなのつどい

等親子の触れ合い活動や制作活動などを実施。（３回の親子

の触れ合い活動の内の１回は、ベビーマッサージを実施）  

  イ  みらいえ地域子育て事業  

小・中学生を対象に、学習や遊び、芸術の支援、また、見守り

活動を実施。※夏休みは、地域でも実施  

  ウ  利用者支援事業  

    臨床心理士や子育てコンシェルジュを配置し、こどもプラザ

を利用する保護者や子どもを対象に相談業務を実施  

  エ  イベントの実施  

    イベントを通し、季節の様々な体験ができる遊びの場を提供。

（プラザスタンプラリー、プラザ夏まつり、こどもプラザクリ

スマス会、こどもプラザフェスタ等）    

オ  子育て支援者研修  

    市内ボランティア団体や教員、保育士、福祉施設従事者、ボ

ランティアに関心のある方、行政職員を対象に、子育て支援研

修等を実施し、幅広い子育て支援を図る。  

  カ  サテライトの充実  

    サテライトでの事業及び設置遊具を活用した遊びの充実を図

る。  

  キ  他機能との連携  

    男女共同参画センターや図書館、西脇市パパサークルＪＡＯ、
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市内ボランティア団体等と連携したイベントの実施  

  ク  出張こどもプラザ   

  認定こども園や幼稚園へ出向き、交流事業を実施。園児にこ

どもプラザへの関心を持ってもらい、親子での利用促進を図る。  

 

 ⑵  児童館事業  

  ア  日々の遊び  

    子どもたちの興味や好奇心を引き出すと共に、親子で遊びが

充実できるよう環境設定を行う。  

  イ  定期的な遊び  

    播州織の布や様々な廃材を使った工作、折り紙遊び、運動遊

び、音楽遊び等の実施  

  ウ  イベントの実施  

    日本の伝統や季節に合わせたイベントの実施  

  エ  中高生の居場所づくり  

    趣味や挑戦したいことが見つけられるような環境設定やイベ

ントを実施  

  オ  児童館館外体験活動  

    館外での体験を通して、子どもの可能性を広げる。  

 

 ⑶  子育て学習センター事業  

  ア  おやこ交流教室  

    就学前の親子を対象に登録制の教室を実施。年齢に合った親

子の触れ合い活動やイベントを実施  

  イ  レッツコミュニケート事業  

    認定こども園から小学校の子どもを対象に、命の大切さを学

ぶ授業や乳幼児との触れ合い活動を実施  

  ウ  みんなの広場  

    地域のボランティアサークルによる定期的な読み聞かせや伝

統的な季節の行事、触れ合い交流事業の実施  

  エ  他市町との交流事業  

    未就学の親子が交流を図りながら幅広く繋がる事業の実施  

オ  子育て支援ボランティアグループや自主活動グループの支援  

    子育て支援者の活躍の場やスキルアップの場を提供する。  

    自主活動グループについては、保護者の学びやつながりのサ

ポートを実施  


